
連載‐第９回‐ Recommended by the president
経営者のおすすめをご紹介します

社長のRecommend
Pick Up！ 今月はおすすめの趣味をご紹介します

名神工業　株式会社　代表取締役  八田 邦裕 氏
●今月のご紹介者

古い車を愛でる“旧車”のススメ
［概要］
確な定義はありませんが“旧車”

とは製造販売が終了し絶版となった
クルマの総称です。今回は旧車の魅
力をご紹介いただきます。

Ｑ１︓旧車購入のきっかけは︖
いわゆる“スーパーカー世代”の

端くれですので、クルマは昔から好
きでした。若い頃に憧れたクルマを
今になって手に入れている方も周
りに多いですし、私もそれに近いよ
うなものです。

本　　社：大阪府豊中市名神口 1-16-12
資 本 金：5,000 万円
事業内容：アスファルト合材の製造販売・舗装工事の

施工・産業廃棄物処理

Ｑ２︓旧車の魅力とは︖
今のクルマはほとんどがオートマチックですが、

古いクルマは自らの両手両足と五感を総動員する
必要があり、それが運転の楽しさにつながってい
ると感じます。例えばシフトダウン時にエンジン
とギアの回転がピタッと合うと、非常に気持ちよ
いものです。電子機器がない時代に、機械式で制御
を考えた先人の知恵に感心することも多いです。

Ｑ３︓旧車をおすすめする理由とは︖
運転の楽しさのみならず、旧車を通じて多くの

繋がりができることも楽しみのひとつです。本人
の繋がりだけでなく、家族同伴のツーリングで奥
さん同士が仲良くなり、旦那抜きで食事会をした
りといったことも珍しくありません。仲間うちに
は経営者、医者、弁護士、税理士などもおり、健康や
事業についてのセカンドオピニオンやマネジメン
トのヒントを聞けることもあります。

Ｑ４︓印象に残っているエピソードを教えて下さい
ある日の走行中、“バンッ”という大きな音とともに、

メーター内の各種警告灯が全灯。ファンベルトが切
れ、ファンとオルターネーターが止まったと推測。場
所は新名神の高槻 JCT～神戸 JCT 間。トンネルが連
続し、周囲は大型車ばかりの状況で路肩に停車は難
しい。とっさの判断で次の PA まで走り続けることに。
なぜならそのクルマは空冷車（お好きな方なら車

種はお分かりのはず）。少し速度を上げ、走行風を当
ててエンジンを冷やし、油温計をにらみながらなん
とか目標 PA にたどり着けました。水冷車ならこの方
法は取れなかったかもしれません。自車の特性を理
解しておくことも旧車乗りには大切なことです。

名神工業 株式会社

旧車仲間とのツーリング（2022 年 10月）

本社所在地：大阪市西区立売堀 2-3-16（大阪本社）

従 業 員 数：3,157名（連結）　 資 本 金：7,909百万円

事 業 内 容：専門商社（工作機械、産業機器、機械工具、住宅設備機器、家庭機器など）

　株式会社 山善

1972年に工具部門の販売ルート拡大の
ため、金庫、スチール棚、電動工具などの卸売販売を開始し
たことをきっかけに、前身の「特販係」が誕生しました。そ
の後小売流通向け販路が軌道に乗ったことや、ホームセン
ター勃興期という後押しもあり、1978年に「家庭機器課」が
設置され、家庭機器分野へ本格参入。現在の家庭機器事業部
の始まりとなりました。1983 ～ 1984年にはメーカーと共同
開発した電気カーペット、こたつ、扇風機などのオリジナル
商品がホームセンター向けの主力商品に成長しました。

家庭機器分野へ進出

1978年▶

コンピュータを軸にした情報化の進展
は、急速な国際化を進めている中、山善はボーダレスを生き
抜く企業としての体質も体力も完全とは言えず、次の時代
への展望も設計も明確ではありませんでした。そこで、21世
紀を見据えた新しい会社づくりの構想として、「商圏構造の
再構築」と「新しい社内体制の再構築」を二本柱に、12年間
にわたる「ZEUS PLAN」がスタートしました。

新しい経営に移行し事業領域を広げていく中で、若手メ
ンバーを中心にVIに関する委員会が発足。ヒアリングや討
論、社内募集などにより得たデータをもとに現在のロゴ
マークが決定しました。

長期経営計画がスタート

ビジュアル・アイデンティティを導入

1988年▶

BCPとは、災害などの緊急事態におけ
る 企 業 や 団 体 の 事 業 継 続 計 画（Business Continuity 
Planning）のことです。自然災害など潜在化している脅威に
よる損失と影響を事前に分析し、その結果に応じた対策の
検討と導入を行うことで、脅威が顕在化した際に事業継続
を確実にするための各種の手順や情報を文書化した具体的
な行動計画を策定しました。

2016年には、内閣官房国土強靭化推進室が制定したガイ
ドラインに基づき、商社として初めてレジリエンス認証を
取得しました。

大阪・東京・名古屋など主要拠点でBCPを導入し、定期
的な見直しや教育・訓練を実施し、非常時における事業継
続体制の強化に努めています。

大阪本社でBCPを策定

商社初の「レジリエンス認証」取得

2015年▶

地球温暖化対策として効果が期待される
太陽光発電やエコキュートなどの環境優良機器の普及・拡
大とCO2削減を同時に目指す環境ビジネスを開始しました。

CO2削減

「グリーンボールプロジェクト」始動

2008年▶

事業承継問題に直面している中小企業・
小規模事業者において、後継者の育成、社内体制の整備、株
式・事業用資産の承継支援を開始しました。

10月に第一号案件として、搬送ラインや省力・省人化機
械の設計、製造、設置工事、アフターメンテナンスを行う株
式会社石原技研の株式を、特定目的会社を通じて取得。山善
グループの持続的成長に向けた経営環境を整えていきます。

中小企業の事業承継支援をスタート

2019年▶

山善グループの企業価値向上と持続的
成長のために、社会における存在意義であるパーパスを

「ともに、未来を切拓く」、企業ビジョンを「世界のものづく
りと豊かなくらしをリードする」と制定しました。同社は
ものづくりを支える「生産財」と、くらしを彩る「消費財」、
2つの領域において、たくさんの期待に応え、社会に貢献し
てきました。これからは2つの領域の垣根を超えて、より融
合することで新たな「価値」を生み出し続けていきます。

パーパス・ビジョンを制定

2022年▶

一つひとつのエコ機器を購入することで得られる「小さな
エコ」を、様々な企業に参画いただくことで「大きなエコロ
ジー」に育てようという意味が込められています。

CI シリーズソフトサーバー

山善のロゴマーク

「Y」の文字はたくましい樹木と美しい花を、そしてトップの

3 つのひし形は、製造者・販売業者・顧客を表しています。

併せて、この 4 つが山善の概念を象徴しています。
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